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莱
おくやみ

避
難
解
除
の
方
針
明
示
を
要
求

今
夏
、
博
物
・
資
料
館
連
携
展

住
宅
ロ
ー
ン
の
減
免
措
置
検
討

全
国
公
立
小
中
の
耐
震
化

％

鈴
木

仁
亮

新型コロナ
速 報

テレビ・ラジオ番組と解説

地方版・ワイド ～

ふくしまは負けない明日へ

読 書

ひろば

民報チャレンジ

「
日
本
近
代

資

本

主

義

の

父
」
と
い
わ
れ

る
渋
沢
栄
一
の

著
書
「
論
語
と

算
盤
」
は
経
営
者
を
は
じ

め
、
政
治

か
ら
プ
ロ
野

球
選
手
ま
で
、
幅
広
い
人

に
読
ま
れ
て
い
る
。
孔
子

の
教
え
と
計
算
の
道
具
は

一
見
す
る
と
、
関
係
な
い

も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。

何
が
人
を
引
き
つ
け
る
の

だ
ろ
う
か
▼
渋
沢
は
明
治

期
、
銀
行
や
保
険
会
社
な

ど
五
百
を
超
え
る
企
業
の

設
立
に
関
わ
っ
た
。
実
業

と
し
て
の
顔
だ
け
で
な

く
、
大
学
の
創
設
や
社
会

福
祉
の
進
展
に
も
大
き
な

功
績
を
残
し
た
。
「
道
徳

経
済
合
一
説

を
唱
え

真

の
富
と
は
道
徳
に
基
づ
く

も
の
で
な
け
れ
ば
、
決
し

て
永
く
は
続
か
な
い
｜
と

説
い
た
▼
科
学
の
発
展

で
、
日
常
生
活
は
渋
沢
の

時
代
と
比
べ
て
、
格
段
に

進
歩
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
世
界
を
つ
な
ぎ
、

人
工
知
能

Ａ
Ｉ

が
産
業

界
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
利
便
性
が
高
ま
る
一

方
で
、
個
人
の
中
傷
や
企

業
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、

世
知
辛
い
雰
囲
気
が
社
会

を
覆
う
。
改
め
て
ど
う
生

き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る

▼
人
生
は
必
ず
し
も
計
算

通
り
行
く
と
は
限
ら
な

い

だ
か
ら
こ
そ

未
来
を

照
ら
す
道
筋
を
求
め
る
。

き
ょ
う
八
日
は
、
渋
沢
が

経
済
に
例
え
た
算
盤
の
日

だ
。
偉
人
の
著
書
を
手
に

と
っ
て
み
る
。
実
績
に
裏

打
ち
さ
れ
た
言
葉
は
、
き

っ
と
心
に
響
く
。
百
年
前

の
金
言
は
、
今
を
生
き
る

上
で
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

◇
お
こ
と
わ
り

連
載

「
復
興
を
問
う

帰
還
困

難
の
地
」は
休
み
ま
し
た
。

環

境

省

方
針
転
換

栽
培
試
験

野
菜
に
拡
大

２
・
３
・
５
・
６
・

〜

・

〜

面
に
関
連
記
事

２
面
に
関
連
論
説

莱

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
後
に
飯
舘
村
の
除

染
で
出
た
土
を
農
地
造
成

に
再
生
利
用
す
る
実
証
試

験
で
、
環
境
省
が
従
来
の

方
針
を
転
換
し
、
除
染
土

に
覆
土
し
な
い
ま
ま
作
物

を
植
え
た
り
、
品
種
を
野

菜
な
ど
に
拡
大
し
た
り
す

る
計
画
を
ま
と
め
た
こ
と

が
七
日
、
同
省
の
未
公
表

文
書
な
ど
か
ら
分
か
っ

た
。
従
来
は
食
用
以
外
の

園
芸
作
物
な
ど
に
限
り
、

覆
土
し
た
上
で
栽
培
す
る

と
し
て
い
た
。

除
染
土
の
利
用
に
は

「
災
害
時
の
流
出
な
ど
で

汚
染
拡
大
に
つ
な
が
る
」

と
の
懸
念
が
根
強
い
ほ

か
、
方
針
転
換
を
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
住
民
も
お

り
、
反
発
が
強
ま
る
可
能

性
が
あ
る
。

環
境
省
は
既
に
従
来
の

方
針
と
異
な
り
、
覆
土
し

た
場
所
で
ト
マ
ト
や
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
食
用
作
物
を
植

え
付
け
て
お
り
、
覆
土
な

し
の
試
験
も
近
く
始
め

る
。
文
書
は
大
島
堅
一
・

龍
谷
大
教
授
（
環
境
経
済

学
）
が
行
政
文
書
開
示
請

求
で
入
手
し
た
。

実
証
試
験
は
帰
還
困
難

区
域
の
同
村
長
泥
地
区
で

実
施
中

環
境
省
は

除
染

で
出
た
土
の
上
に
、
汚
染

さ
れ
て
い
な
い
土
を
約
五

十
㌢
か
ぶ
せ
た
後
、
園
芸

作
物
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

に
な
る
植
物
を
栽
培
、
放

射
性
物
質
の
移
行
率
を
調

べ
る
と
し
て
き
た
。

だ
が
判
明
し
た
文
書
で

は
一
月
、
二
〇
二
〇
年
度

の
実
証
試
験
を
巡
る
専
門

と
の
会
議
で
環
境
省
の

担
当
者
が
「
地
元
で
食
用

作
物
の
要
望
が
あ
る
の

で
、
手
引
き
と
は
異
な
る

覆
土
の
な
い
パ
タ
ー
ン
も

実
施
し
、
覆
土
が
な
く
て

も
問
題
な
い
こ
と
を
証
明

し
て
お
き
た
い
」と
発
言
。

三
月
二
十
七
日
付
の

村
へ
の
説
明
資
料

で

西
側
の
十
二
区
画
中
八
区

画
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
キ

ュ
ウ
リ
な
ど
の
食
用
作
物

を
、
一
区
画
で
リ
ン
ド
ウ

を
栽
培
、
資
源
植
物
の
栽

培
は
三
区
画
の
み
に
す
る

と
表
明
。
東
側
で
キ
ャ
ベ

ツ
と
イ
ン
ゲ
ン
を
、
覆
土

な
し
で
栽
培
す
る
と
し

た
。
環
境
省
は
「
地
元
の

要
望
に
基
づ
き
、
科
学
的

な
知
見
を
得
る
た
め
だ
」

と
説
明
。
村
幹
部
や
地
元

代
表
に
説
明
、
合
意
を
得

た
と
し
て
い
る
。
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記 事
・ 面

聖光14年連続Ｖ 夏季高校野球

林
県
警
本
部
長
が
転
出

後
任
に
和
田
氏
警
察

庁

長

官

官
房
総
務
課
長

いわき 選手感染
新型コロナ平田の80代女性も

感
染
者
の
経
過

行
動
歴
７
日

莢莢莢

莢莢莢

平田村

80代女性 無職

いわき市

寺村浩平さん 日本フットボールリーグ・

いわき 所属選手

※県、いわき市、いわきスポーツクラブの発表に
基づき作成

７月31日 夕方から咽頭痛、頭痛、発 あり
８月１日 医療機関受診、肺炎所見なし
５日 医療機関を受診
６日 微 、たんあり

帰国者・接触者外来を受診
７日 検査の結果、陽性と判明

８月６日 帰省先の大阪府で新型コロナウイルス
感染患者の濃厚接触者であることが判
明。帰国者・接触者外来を受診（体温
3度）

７日 検査の結果、陽性と判明

福
島
２
０
２
０
夏
季
高
校
野
球
大
会
最
終
日
は
７
日
、
郡
山
市
の
ヨ
ー
ク
開
成
山
ス
タ
ジ

ア
ム
（
開
成
山
野
球
場
）
で
決
勝
を
行
い
、
聖
光
学
院
が
６
｜
０
で
光
南
を
破
り
、
優
勝

し
た
。
全
国
選
手
権
福
島
大
会
を
含
め
る
と
、
夏
の
県
大
会
は

年
連
続

度
目
の
王
者

と
な
っ
た
。
福
島
大
会
の
代
替
大
会
な
が
ら
、
同
校
が
持
つ
戦
後
最
多
の
地
方
大
会
連
覇

記
録
を
更
新
し
、
戦
前
に
和
歌
山
中
（
現
桐
蔭
）
が
残
し
た
「

」
に
並
ん
だ

林学氏和田薫氏

県
と
い
わ
き
市
は
七

日

平
田
村
の
八
十
代
無

職
女
性
と
い
わ
き
市
の
十

代
男
性
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
確
認
さ
れ

た
と
発
表
し
た

日
本
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

Ｊ

Ｆ
Ｌ

の
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
を

運
営
す
る
い
わ
き
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
は

十
代
男
性

が
同
Ｆ
Ｃ
所
属
の
Ｍ
Ｆ
寺

村
浩
平
選
手
一
九
‖
い
わ

き
市
在
住
‖
と
明
ら
か
に

し
た

県
内
感
染
者
は
計

九
十
五
人
と
な
っ
た

（

面
に
関
連
記
事
）

い
わ
き
市
と
い
わ
き
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
よ
る

と
、
寺
村
選
手
は
七
月
二

十
一
日
に
大
阪
府
の
実

に
帰
省
し
、
二
十
七
日
に

い
わ
き
市
に
戻
っ
た
。
八

月
四
日
に
実

の
母
親
の

感
染
が
判
明
し
た
た
め
、

六
日
に
帰
国
者
・
接
触
者

外
来
を
受
診
。
七
日
に
陽

性
と
確
認
さ
れ
た
。
無
症

状
で
八
日
、
県
内
の
医
療

機
関
に
入
院
す
る
予
定
。

寺
村
選
手
は
一
人
暮
ら

し
で
四
日
は
練
習
が
な

く
、
五
、
六
の
両
日
の
練

習
は
参
加
し
た
。
チ
ー
ム

メ
ー
ト
と
食
事
を
し
た

が
、
繁
華
街
へ
の
外
出
は

し
て
い
な
い
と
い
う
。

県
に
よ
る
と
、
八
十
代

女
性
は
、
い
わ
き
市
の
娘

夫
婦
の

に
七
月
二
十
六

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
宿

泊
し
た
。
三
十
一
日
夕
方

か
ら
頭
痛
や
発

が
あ

り
、
八
月
一
日
と
五
日
に

医
療
機
関
を
受
診
し
た
。

娘
の
夫
で
あ
る
六
十
代

男
性

五
日
確
認

県
内
九

十
一
例
目

と
娘
の
六
十

代
女
性

六
日
確
認

県
内

九
十
三
例
目

と

娘
夫
婦

と
同
居
し
て
い
る
男
性
の

九
十
代
母
親

六
日
確
認

県
内
九
十
二
例
目

の
感

染
が
確
認
さ
れ
た
た
め

六
日
に
帰
国
者
・
接
触
者

外
来
を
受
診
し
た

七
日

に
陽
性
と
判
明
し
た

軽

症
で
県
内
の
医
療
機
関
に

入
院
す
る
予
定
。

４
｜
３

新

潟

記
事
21
面

政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分

科
会
（
尾
身
茂
会
長
）
は
七
日
、
都
道
府
県
が
対

策
を
強
化
す
る
際
の
判
断
材
料
と
な
る
指
標
を
ま

と
め
た
。
感
染
拡
大
を
早
期
に
検
知
し
、
減
少
に

向
か
わ
せ
る
の
が
狙
い
。
「
病
床
の
逼
迫
（
ひ
っ

ぱ
く
）
具
合
」
や
「
検
査
の
陽
性
率
」
な
ど
の
六

種
類
か
ら
な
る
。
指
標
ご
と
に
設
け
た
数
値
を
参

考
に
、都
道
府
県
が
独
自
に
感
染
状
況
を
見
極
め
、

急
激
に
広
が
る
予
兆
を
捉
え
た
ら
対
策
を
強
化
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

（

面
に
関
連
記
事
）

地
域
の
感
染
状
況
は
ス

テ
ー
ジ
１
（
散
発
的
発
生
）

〜
４
（
爆
発
的
感
染
拡
大
）

の
四
段
階
に
区
分
す
る
よ

う
提
案
し
た
。
現
状
で
は

都
道
府
県
の
多
く
が
ス
テ

ー
ジ
１
や
２
（
漸
増
）
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
尾
身
会
長
は
地
域
に

よ
っ
て
は
ス
テ
ー
ジ
３

（
急
増
）
に
近
い
と
こ
ろ

も
あ
る
と
の
見
方
を
示
し

「
中
京
地
区
と
沖
縄
は
感

染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

い
。
沖
縄
は
二
つ
の
指
標

が
ス
テ
ー
ジ
４
」
と
述
べ

た
。指

標
は
①
病
床
の
逼
迫

具
合
②
人
口
十
万
人
当
た

り
の
療
養
者
数
③
検
査
の

陽
性
率
④
人
口
十
万
人
当

た
り
の
一
週
間
の
新
規
感

染
者
数
⑤
直
近
一
週
間
と

そ
の
前
週
の
新
規
感
染
者

数
の
比
較
⑥
感
染
経
路
が

不
明
な
割
合
。

「
療
養
者
数
」
は
入
院

だ
け
で
な
く
ホ
テ
ル
や
自

宅
で
療
養
し
て
い
る
人
も

合
わ
せ
た
指
標
で
、
人
口

十
万
人
当
た
り
十
五
人
以

上
な
ら
ス
テ
ー
ジ
３
、
二

十
五
人
以
上
な
ら
ス
テ
ー

ジ
４
に
相
当
す
る
と
目
安

を
示
し
た
。
た
だ
六
指
標

の
う
ち
、
い
く
つ
が
目
安

を
超
え
た
ら
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
移
る
か
は
示
し
て
お

ら
ず
、
「
国
や
都
道
府
県

が
総
合
的
に
判
断
し
て
ほ

し
い
」
と
し
て
い
る
。

県
警
本
部
の
林
学
本
部

長
五
四
‖
警
視
監
‖
は
二

十
四
日
付
で
警
察
庁
長
官

官
房
審
議
官
（
警
備
局
担

当
）
に
転
出
す
る
。
後
任

に
同
庁
長
官
官
房
総
務
課

長
の
和
田
薫
氏
五
一
‖
警

視
監
‖
が
就
く
。
警
察
庁

が
七
日
、
内
示
し
た
。

（
６
面
に
関
連
記
事
）

林
氏
は
二
〇
一
九
（
令

和
元
）
年
八
月
に
大
阪
府

警
本
部
警
務
部
長
か
ら
着

任
し
た
。
双
葉
署
浪
江
分

庁
舎
の
増
員
や
機
動
捜
査

相
双
分
駐

の
活
動
拠

点
の
移
転
を
通
し
、
東
日

本
大
震
災
と
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
十

年
目
と
な
る
被
災
地
の
警

戒
体
制
を
強
化
。
避
難

指
示
解
除
が
進
む
地
域

へ
の
帰
還
や
復
興
を
治
安

面
か
ら
支
え
た
。
昨
年
の

台
風

号
と
記
録
的
大
雨

で
は
被
災
者
の
救
出
や
行

方
不
明
者
の
捜
索
、
被
災

地
の
警
戒
活
動
な
ど
に
尽

く
し
た
。

三
春
町
で
男
女
二
人
が

は
ね
ら
れ
死
亡
し
、
容
疑

者
が
殺
人
な
ど
の
罪
で
起

訴
さ
れ
た
無
差
別
殺
人
容

疑
事
件
の
捜
査
を
指
揮

し
、
解
決
に
導
い
た
。

和
田
氏
は
兵
庫
県
出

身

東
京
大
法
学
部
卒

一

九
九
二

平
成
四

年
に
警

察
庁
採
用
。
千
葉
県
警
本

部
警
備
部
長
、
北
海
道
警

本
部
警
務
部
長
、
警
察
庁

刑
事
局
組
織
犯
罪
対
策
部

組
織
犯
罪
対
策
企
画
課
長

な
ど
を
歴
任
し
、
二
〇
一

九
年
十
二
月
か
ら
現
職
。

新
型
コ
ロ
ナ
分
科
会
が
策
定
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